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論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目： 文学にみる〈外地〉の位相―1940 年代の〈台湾〉を中心に― 

 学位申請者 鄭 卉 芸 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 杉原 達 

  副査 大阪大学教授   平田 由美  

  副査 大阪大学准教授 安岡 健一 

【論文内容の要旨】 

本研究は、植民地や家父長制などに重層的に規定された「外地」に暮らした人びとが、どのような経験を生き

ていたのかについて、1940 年代の台湾において日本語で書かれた 5 つの文学作品を通して分析したものである。

序では、「外地」という概念を、《地域》、《法域》、《人域》の 3 つの領域に分節化し、それら三者のズレの中に論

じられるべき問題を見出す。その目的は、植民地主義にまつわる二項対立的な枠組みでは捉え切れない人びとの

実際の生活のあり方に立ち返り、人びとの経験を捉え直すことによって、「外地」の文学が内包する未開拓の多様

な可能性を展望するところにある。 

新垣宏一「城門」を論じた第 1 章では、台湾人女学生の「私」が日本人教員に宛てた手紙を読み解く形で論を

進める。妻と下女との関係、畜妾に対する父親の姿勢、妾の複雑な地位、旧慣の典型とされる葬送儀礼、宗主国

言語と植民地言語、植民地内部の方言の問題などを通じて、前近代的とされる植民地的習慣と日本によってもた

らされた新しい秩序の重畳的関係を、「新女性」の一員である主人公の視点から問う。これらの論点は、第 2章以

下の各章の主題と分析に繋がり、各章が互いに呼応しながら問題群の複雑な所在を照明する本論文の構成が示さ

れる。 

呂赫若「財子寿」を論じた第2章では、「福寿堂」と呼ばれる大きな「家」そのものとそこに住む女性たちへの

抑圧の具体的なあり方の両面から作品が分析される。著者は、地域の戸籍事務を取り扱う保正事務所が屋敷の一

角を占めていることに注意を促し、戸籍制度の浸透によって台湾の旧慣と日本の家概念が交錯する姿、たとえば

分家の際の相続方法に台湾と日本の両方の方式が混在しているさまとその意味を読み解いていく。この家の下女

は、同居人というニュートラルな名目で女児売買の慣習を隠蔽した身分であり、そこに台湾の旧慣と戸籍制度の

共犯関係をみる。台湾の封建的家族における女性の悲哀を描いたという従来の解釈を超えて、住まいとしての伝

統的な家と女性を取り巻く植民地近代の内実を問うている。 

第 3章では、「内台共婚」の夫婦と親子の関係を軸にした庄司総一「陳夫人」に描かれた陳家の妾たちの存在を

注視する。1920 年代の台湾総督府評議会における官僚、在台日本人、台湾知識人たちによる議論、また植民地法

院の主張の検討を通じて、妾は一方的に束縛された存在であるだけでなく、その束縛に抗する提訴の権利をもつ

能動的な存在でもあり得たことを明らかにする。こうした法的社会的背景の中に小説「陳夫人」を位置づけるこ

とで、父系血統制に起因する妾と庶子に対する差別、妾に関わる階級とジェンダーの問題、「蕃人」という更なる



《外部》の存在が浮き彫りにされ、「外地」に生きる女性たちの重層的で多様な生が剔出される。 

第 4章では、四世代にわたる家族史である坂口 子「鄭一家」の中で、とりわけ 1940 年代の台湾文壇でよく描

かれた民俗の一つである葬儀に着目する。日台の混血を含む多様な登場人物の心情を精密に読み解くことによっ

て、台湾式の葬儀を「陋習」とみなす思考枠組みからこぼれ落ち、はみ出してくる領域があぶり出される。葬儀

を内地式（新式）にするか台湾式（旧式）にするかをめぐる一族の紛糾を当事者たちそれぞれの内面におけるさ

まざまな動揺と難渋の中で進行してゆくさまとして捉え直し、従来の図式的な二項対立による把握の限界が示さ

れる。 

真杉静枝「南方の言葉」を取り上げた第 5 章では、離婚した日本人女性が台湾で偶然に知り合った労働者と共

婚するという珍しい設定の中に語られた人間関係を丁寧に分析する。そこには男の声、女の声、エリートの声、

労働者の声、日本語、台湾語、標準語、方言など種々の位相や差異から生じた複合的、多声的な響きがあること

を示す。とくに主人公が自身の正体を覆い隠し、台湾人女性として振る舞うことの意味を検討し、「外地」におけ

る言語使用を、植民者としてでなく生活者として台湾に生きようとする選択でもあり得たことを指摘する。 

 跋では、本論文の内容と成果を概括するとともに、今後の課題を整理する。 

【論文審査の結果の要旨】 

以上の内容をもつ本論文の特徴の第一は、皇民化運動に対する抵抗か屈服かという対極的な価値評価による作

家・作品研究の傾向を批判し、この運動の絶頂期にあたる 1940 年代前半においても、諸作品の中には多彩な要素

が胚胎していたのであり、新たな読解の可能性があることを、個別事例に即して積み上げた点にある。テクスト

に焦点化した内在的分析に注力しつつ、同時に同時代の法制度や政治・社会状況にも目配りをして、狭義の文学

研究を超える領域に踏み出そうとする姿勢が、この積み上げを可能とした。『台湾日日新報』に掲載された身の上

相談欄や「内台共婚」の体験談、台湾知識人の主張や植民地官僚の論文などの詳細な検討は、本研究を下支えす

るものとなっている。 

第二は、さまざまな分野の資史料の博捜と読み込みが、作品に描かれた人物たちに血肉を与え、とりわけ戦前

の在台日本人の姿や、「陋習」とみなされた台湾の人びとの経験が、単に多彩であるだけでなく、可変的、流動的

なものでもあったことを開示した点である。それじたいは虚構の日常的出来事や経験を植民地の現実に即して読

み解き積み上げていくことで、植民地に生きた人びとの意識の内に、「内地」対「外地」、新対旧、近代対伝統と

いった常識的で硬直した枠組みには収まり切れない部分があることを明らかにしたといえよう。本論文が取り上

げた諸作品の作者の属性は複数のジェンダー、ナショナリティ、エスニシティにまたがり、顕著な多様性と個別

性を持つ。その結果、各章で具体的に分析した諸問題が、実は一枚岩として想像された「日本」の多様性を逆照

射するような論点を形成し、その再考へと繋がっていく視座を読者に与える。この点は、著者によって必ずしも

明示されてはいないが、本論文の記述全体が「外地―内地」を有機的に連関させてダイナミックに捉える可能性

を持つものとして評価に値する。 

 とはいえ、いくつかの問題点も存在している。まず本論文を貫く方法論についてのより意識的で明確な記述が

求められる。「外地」という概念について言えば、とくにそれが「内地」を立ち上げるための空間として機能した

ことをテクストの読解に即して掘り下げた上で、《地域》、《法域》、《人域》という分節化の妥当性を証することが

要請されるであろう。さらに比較植民地研究が進む中で、他の「外地」との比較についても、独自の積極的な展

望が期待される。しかしこれらの点は、すべて本研究を起点とする展開的研究の射程内にあり、今後の課題とし

て期待に応えうるものと考えられる。以上のことから、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定す

る。 


